
TPEGサービスの適正化-TPEGアプリケーションの優先と配信方法に関する取り組み 

従来の交通サービスが柔軟性と正確性の強化のためTPEGサービスへと移行しつつある今、自動車業界に 
おける重要課題は、顧客のニーズに対応し新たな利益の流れを生み出す欧州全域交通サービスをいかに構

築していくかということです。 

TPEGに関してSBDが最近行なった分析では、欧州全域TPEGサービスをどのように開始するかについて  
自動車業界の理解を促すことに焦点を当てています。 

「欧州全域TPEGの展開-その規格とサービス」   

（参照番号：SBD/TEL/2010) 

本書は以下の事柄をサポートします 

� 技術的計画段階から商業収入への発展にいたるまでTPEGを進
化させる  

� 費用効率の高いアプリケーションを展開し、供給プロセスの 

機会を認識する 

� 最高レベルの顧客満足実現に焦点を合わせる  

� TPEGサービスを適切なデリバリ・チャネルで効率良く展開す
る方法を見出す 

詳細につきましては、e-mail: mkondo@sbdjapan.co.jp もしくは 

お電話: 052 253 6203 までお問い合わせください。（担当：近藤真子） 
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TPEGサービスにおけるビジネスケースを理解する… 

次世代交通サービスの展開に向け現在順調に準備が進められており、限定的な次世代交通サービスの展開に向け現在順調に準備が進められており、限定的なRDS RDS 

TMCTMCから欧州全域から欧州全域TPEGTPEGサービスへと大きく変わろうとしています。サービスへと大きく変わろうとしています。  

大手自動車メーカー各社は、大手自動車メーカー各社は、TPEGTPEGとメーカー側のカーナビ開発戦略をどのように組みとメーカー側のカーナビ開発戦略をどのように組み

合わせるかを検討しなければなりませんが、合わせるかを検討しなければなりませんが、そこで重要なのは何が問題となるのかを認そこで重要なのは何が問題となるのかを認

識することです。識することです。  

本書本書「規格とサービス「規格とサービス--  欧州全域欧州全域TPEGTPEGの展開」の展開」では全国的なでは全国的なRDS TMCRDS TMCサービスから欧サービスから欧

州全域州全域TPEGTPEGサービスの移行において主に誰に利害が及ぶのかを解説し、さらにサービサービスの移行において主に誰に利害が及ぶのかを解説し、さらにサービ

スプロバイダーと自動車メーカーが優先するべきアプリケーションとサービスについてスプロバイダーと自動車メーカーが優先するべきアプリケーションとサービスについて

分析しています。分析しています。  

このレポートでは最後に、自動車業界が欧州全域サービス配信により直面する問題をこのレポートでは最後に、自動車業界が欧州全域サービス配信により直面する問題を  

乗り越える方法が書かれています。乗り越える方法が書かれています。  

��  デジタルベアラは? デジタルベアラは?   

��  ビジネスモデルは？ ビジネスモデルは？   

� サービスの統一は？ サービスの統一は？  

� 内容の有用性は？ 

 

SBDSBDが分析した欧州全域が分析した欧州全域  

サービスプロバイダーの例 サービスプロバイダーの例   
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...本書の著者について 

本書「欧州全域TPEGの展開-その規格とサービ
ス」（参照番号：SBD/TEL/2010) へのお問い合わ
せは、下記にて承っております。 

The complete guide to TPEG 

(SBD/TEL/1740) 

このレポートでは、TPEG展開にまだ深く
関わったことがない方のため、TPEGの基
本的な内容について説明しています。 

この新技術についてのSBDの専門知識
は、自動車メーカー、T i e r 1サプライ
ヤー、商業サービスプロバイダー、PND
サプライヤーなどのお客様に大変役立つ

ものです。 

Digital Broadcasting Trends  

(SBD/TEL/1540) 

3部構成のこのレポートでは、欧州のデジ
タルラジオとテレビ放送における市場と

技術の傾向を分析しています。主要な国

で採用されている技術とその将来的な成

長の要因となるものを解明し、各分野に

おける現実的な将来像についてお伝えし

ます。 

 

詳細は下記まで 

お気軽にお問い合わせください。 

mkondo@sbdjapan.co.jp 

関連レポート 

Fax: 052 253 6204 

Email: mkondo@sbdjapan.co.jp 

Tel: 052 253 6203 

(担当： 近藤 真子) 

アンドリュー・ハート：テレマティクス & ITS シニアスペシャリスト  

シェフィールド大学機械工学科卒。現在はナビゲーションと交通情報を専門とし、欧州における技術・ビジネ

ス・消費者のトレンドについて、自動車メーカーやサプライヤーの理解を支援している。またアンドリューは、

TISAをはじめとする数々の国際フォーラムのメンバーであり、欧州や日本で開かれるITS関連のイベントで講演
も行なっている。 

本書のご購入形態:  

マルチユーザ（製本+PDF） - ¥250,000   (日本語翻訳付) 

         - ¥215,000   (英語版) 

シングルユーザ（製本のみ） - ¥200,000   (日本語翻訳付) 

         - ¥165,000   (英語版) 


